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研究成果の概要（和文）： 

 

 2009～2011 年度を通じて、史料調査の実施、研究会の開催、データ入力、の３点を共同研究

の中心に据えて活動した。3 年間に史料調査先は 50 ヶ所以上、研究会は 15 回、事務的会合は

約 30 回、メールでの打ち合わせは無数であった。史料調査の際には周辺のフィールドワークを

行った。データ入力は、豊臣秀吉発給文書・豊臣奉行人発給文書を中心に、古記録もあわせて

約 4000 点に及んだ。研究会の成果の一部は、山本博文・堀新・曽根勇二編『消された秀吉の真

実』（柏書房、2011 年）として公表した。 

 

 

 
研究成果の概要（英文）： 
 
Throughout the fiscal year 2009-2011, the joint research activities centered on three 
points of historical survey, held the meeting, research, data entry. Where historical 
research is more than 50 points, Study Group 15 times, businesslike meeting was conducted 
about 30 times as, countless meetings by e-mail. Historical research was conducted during 
the field work around. Data entry, especially in the document issued by a magistrate who 
issued documents, Toyotomi Hideyoshi and his servant(Toyotomi-Bugyonin), which lasted 
about 4,000 points also to the old record. Meeting some of the results of the study, "The 
Truth of Hideyoshi was put out" YAMAMOTO Hirofumi , HORI Shin , SONE Yuji (Kashiwashobo, 
2011) was published as. 
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研究分野：日本史 

科研費の分科・細目：近世史 

キーワード：日本史、豊臣政権、取次、奉行人 

 
 
 
１．研究開始当初の背景 

(1)「取次」を中心に豊臣政権の研究が進ん
でいたが、個別的・断片的な状況にとどま
っていた。 

(2)豊臣秀吉発給文書の収集・整理が進む一
方で、奉行人の発給文書の収集・整理が遅
れていた。 

 

 

 

２．研究の目的 

(1)豊臣政権による大名編成の実態を解明す
ること 

(2) 「取次」など奉行人層の政治機能の解明
を通じて、豊臣政権の政治機構を解明する
こと 

(3)上記(1)・(2)をもとに、豊臣政権の権力
構造と歴史意義を解明すること 

 

 

 

３．研究の方法 

(1)豊臣関係文書の網羅的収集・整理 
(2)収集史料の史料学的分析 
(3)古記録を対象とする古記録学的分析 
 
 
 
４．研究成果 
 おもな成果は以下の通りである。 
(1)豊臣秀吉発給文書約 1400 点の目録化 
(2)豊臣奉行人発給文書約 300 点の目録化 
(3)五奉行発給文書約 60 点の目録化 
(4)長束正家発給文書約 100 点の目録化 
(5)石田三成の発給・受給文書など約 1000 点
の目録化 

(6)小西行長発給文書約 100 点の目録化 
(7)前田玄以発給文書約 500 点のデータ入力 
(8)豊臣奉行人に関する古記録記事約 400 点
のデータ化 

(9)上記(1)～(8)をもとに、山本博文・堀新・
曽根勇二編『消された秀吉の真実』（柏書
房、2011 年）を刊行 

 
 上記(1)～(9)の成果によって、徳川史観
（徳川家康や将軍職をことさらに神聖化・絶
対化する江戸幕府によるイデオロギー工作）
による豊臣期政治史の歪みが浮き彫りとな

り、正確な文書データの読解・解釈による史
実確定の重要性が浮き彫りとなった。また刀
狩令や「自敬表現」に関しての批判があった
が、それに対する反批判を通じて、豊臣秀吉
発給文書の作成され方や、法令伝達のあり方
から五大老クラスの有力大名の自立性など、
豊臣政権の大名編成や政権構造が明らかと
なった。これらの成果は海外からも注目を集
め、2012 年度中に複数の海外におけるシンポ
ジウムが企画されている。 
 今後の展望としては、豊臣秀吉発給文書や
奉行人文書のさらなる収集・整理を進め、こ
れらを総合的に分析することである。 
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2009 年 

 
18.山本博文『天下人の一級史料』 柏書房 
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ホームページ等 
豊臣秀吉関係文書研究会 
http://www.justmystage.com/home/toyotom



i/ 
 
 
 
６．研究組織 
(1)研究代表者 

 堀 新（HORI  SHIN） 

共立女子大学・文芸学部・教授 

 研究者番号：８０２９６５２４ 

 
(2)研究分担者 

 佐島 顕子（SAJIMA  AKIKO） 

 福岡女学院大学・人文学部・准教授 

研究者番号：４０２２５１７３ 

  

村上 隆（MURAKAMI  TAKASHI） 

共立女子大学・文芸学部・教授 

研究者番号：００２３９４９３ 

   

山田 邦明（YAMADA  KUNIAKI） 

 愛知大学・文学部・教授 

研究者番号：６０１７４７１０ 

  

山本 博文（YAMAMOTO  HIROHUMI） 

 東京大学・情報学環・教授 

研究者番号：８０１５８３０２ 

   

矢部 健太郎（YABE  KENTARO） 

 國學院大学・文学部・准教授 

研究者番号：２０４５９００１ 

 
(3)連携研究者 

鴨川 達夫（KAMOGAWA  TATSUO） 

 東京大学・史料編纂所・准教授 

 研究者番号：６０２１４５６６ 

  

白根孝胤（SHIRANE  KOUIN） 

 (財)徳川黎明会・徳川林政史研究所・研究

員 

 研究者番号：６０３７０１７８ 

 
(4)研究協力者 
 曽根 勇二（SONE YUJI） 
 横浜都市発展記念館・職員 

 研究者番号：なし 

 
 堀 智博（HORI TOMOHIRO） 
 首都大学東京・大学院人文科学研究科・大
学院生 

 研究者番号：なし 

 
 堀越 祐一（HORIKOSHI YUICHI） 
 國學院大學・文学部・講師 

 研究者番号：なし 

 

 光成 準治（MITSUNARI JUNJI） 
 県立広島大学・人間文化学部・講師 

 研究者番号：なし 

 
 山﨑 布美（YAMAZAKI FUMI） 
 國學院大學・大学院文学研究科・大学院生 

 研究者番号：なし 

 
 


